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【 コメント】

■水野涼

一昨日の走行を踏まえ、ライディングスタイルをどうしたら身体への負担が少なく、かつスムーズに乗れるかずっと考えていました。それを午前中のフリープラクティス
で試してみて、中古のタイヤを履いている状態で2分8秒台はすぐ出たので、そこからさらに午後の予選に向けて、いろいろシミュレーションをしました。それが結果
的に功を奏し、早いタイミングで2分6秒台にタイムを入れることができたので、ホッとしました。レースでは予選並のペースで走ることはできませんが、持ちタイムを
上げられれば、それだけいろんな意味で余裕が出ますから。2分6秒0を出した周は、手元のラップモニターでは2分5秒9だったんです。なので「5秒台へ入れた」
とガッツポーズしてピットに戻ってきたら、公式計測は6秒0だったと言われ、がっかりました。とは言え、まだ痛みはありますし、パーフェクトな状態まではまだ持って
来ることはできていませんが、置かれた状況の中では、良いレベルに来ているのではないかと思います。できれば去年の決勝と同じくらいのペースで走れれば良い
ですが、去年以上に今年は暑いですし、できることをやりきりたいと思います。チームメイトに後れを取らないレベルで、決勝は走りたいです。

■マーセル・シュロッター

全体的に見て、私たちはかなり満足できるレベルに来ていると思います。トップ10トライアルに進出できました。しかし、私たちにはもっとポテンシャルがあると思い
ます。涼は怪我からの回復を考えると、本当に今日は良い走りを見せました。1回目の予選ではタイミングによっては中古のタイヤを使わなければならないセッ
ションもありました。そこはもちろん納得していましたし、2回目の予選では、新しいタイヤを使いました。私にとっては、この種類のタイヤを使うのは初めてだったの
で、すぐにラップタイムを上げるのは簡単ではありませんでした。しかし、私はまずまずのスピードで走ることができ、小さなミスはしましたし、最後のセクターで渋滞に
も遭ったので、その時点で素晴らしいラップを刻めたとは言えません。さらに2回も赤旗が出ました。毎回走り出すたびに、また赤旗が出て、非常に不運なセッショ
ンでした。そして、このソフトタイヤでは、ラップを重ねる毎に、パフォーマンスが少しずつ失われてしまうということもあり、赤旗やコース上のトラフィックは不運でした。
チーム全体としては、良い仕事をしました。さらに頑張らなければいけませんが、着実に進歩できているので、この先がとても楽しみです。

■レオン・ハスラム

今日は全体的に見て、良い一日だったと思います。今朝のフリープラクティスでは、ハードタイヤで2分6秒2を出しました。レースを想定してのペースなので、かな
り状態は良いレベルに仕上がっていると思います。午後の予選は、区間ベストをつなぐと2分5秒6くらいは出ていたと思いますが、マシンに少しトラブルが出てしま
い、ピットに戻り、それを直してもらって再び出走しましたが、すぐ2分6秒台には入れることができましたし、明日はもしかしたら5秒台前半を出せるかもしれません。
毎日状態が良くなっているので、様子を見てみましょう。さらに明日以降、楽しみになりました。

■ SDG-DUCATI Team KAGAYAMA 加賀山就臣監督
今日も3人のライダーが良い仕事をしてくれたおかげで、チームとして前進することができました。一昨日出たトラブル対策のため、午前中のフリープラクティス、さら
にそれぞれ1回目の予選時間もマシンのセットアップをしたいというチーム側のお願いを受け入れてくれて、自分の走りに集中してくれました。その甲斐もあり、バイ
クは確実に進歩させることができましたし、そうした限られた条件の中でも3人がベストを尽くし、トップ10トライアルに進出することもできました。正直、2週間前
の状況だと、水野の今年の8耐参戦は難しいかと覚悟しました。それで本人と電話で話したところ、8耐までにはしっかり走る状態に持っていくという覚悟を伝え
てきたので、それで私は水野で行くと決めました。一昨日は9秒台しか出せませんでしたが、ピークを日曜日に持っていくよう、水野なりの調整法だと分かっていた
ので焦りもしませんでしたし、その結果として今日の6秒0になり、チームベストを出したわけですから、信頼に応えてくれて嬉しかったです。とは言え、決勝は明後
日ですから、そこに向かってさらにチーム全員で進みます。

鈴鹿８時間耐久ロードレース
フリープラクティス・公式予選・ナイトフリープラクティス

【8月1日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ】
2025FIM世界耐久選手権“コカ・コーラ”鈴鹿8時間耐久ロードレース第46回大会が8月1日から3日に三重県・鈴鹿サーキットで行わ

れる。8月1日は午前中に2時間のフリープラクティスが行われ、午後は3人のライダーそれぞれ2回、20分間の予選が行われた。
午前中のフリープラクティスでは、レオン・ハスラム選手が2分6秒214をマークし、5番手に浮上した。レオン選手はその後も6秒台
を記録し、ピットイン。マシンをマーセル・シュロッター選手に託す。マーセル選手も6秒台に入れ、水野涼選手に交代する。身体の
状態を確認しながら水野選手もペースを上げ、2分7秒台で連続ラップ。水曜日のテストセッションから2秒タイムを上げ、ライディン
グのアジャストが順調に進んでいることを証明する。
午後1回目の予選は、まず水野選手がライディング。遂に2分6秒708と6秒台へ入れてくる。このセッションは結局、7番手となった。
続く予選はマーセル選手が走行。2分6秒848のタイムで7番手となった。1回目最後の予選セッションはレオン選手が走行。2分07秒
305で7番手に付けた。
ピットウォークを挟んで2回目の予選は、まず水野選手が2周目に2分6秒344と6秒台へ入れ、3周目には6秒001と5秒手前までタイ

ムアップ。さらにマーセル選手も6秒台ラップを見せ、レオン選手も6秒台へ入れる。この結果、チーム内ベスト2ライダーの平均タイ
ムにより、総合7番手となり、明日の午後に行われるトップ10トライアル出場を決めた。
18時半から1時間、ナイトセッションも行われ、ここで水野選手は2分8秒482のタイムを出し、10番手となった。
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鈴鹿８時間耐久ロードレース フリープラクティス・公式予選・ナイトフリープラクティス

【8月1日 Photo Gallery 】
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鈴鹿８時間耐久ロードレース

【8月1日 フリープラクティス 結果表 】
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鈴鹿８時間耐久ロードレース

【8月1日 公式予選 結果表 】
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鈴鹿８時間耐久ロードレース

【8月1日 ナイトフリープラクティス 結果表 】
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